
（２）会計別決算の状況 

 会計別歳入歳出決算の状況は、次のとおりである。 

 

 ①公債管理特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額
歳入歳出差引

0

0

0

0

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

△ 159,405,213

△ 104,258,837

25.9 25.9 0 52.9

99.9

0

99.9159,405,213

対
前
年
度
比

金
額

23,054,155,000 22,999,008,624

率

22 88,856,230,000 88,751,971,163 0

23 111,910,385,000 111,750,979,787 0

Ａ－Ｂ－Ｃ

104,258,837

55,146,376

Ａ

111,910,385,000

88,856,230,000

23,054,155,000

25.9

111,750,979,787

88,751,971,163

予算現額

Ｂ

調定額

Ｃ／Ａ Ｃ／Ｂ

収入済額

Ｃ

(単位：円、％） 

収入未済額

Ｂ－Ｃ

収入率

対
前
年
度
比

年度

23

22

金
額

率

22,999,008,624

25.9

111,750,979,787

88,751,971,163

22,999,008,624

25.9

0

0

0

0

99.9

99.9

100.0

100.0

 収入済額１，１１７億５，０９８万円は、一般会計繰入金９４５億４，１９８万円、基金繰入

金３億３，４００万円および県債１６８億７，５００万円で、前年度に比べ２２９億９，９０１

万円（２５．９％）増加している。 

 

 支出済額１，１１７億５，０９８万円は、元金９７６億９，５５９万円および利子１４０億５，

５３９万円で、前年度に比べ２２９億９，９０１万円（２５．９％）増加している。 

 

不用額の主なものは、公債諸費１億５，９４０万円である。 

 

 



 ②用品等集中管理事業特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

△ 38.4

Ａ－Ｂ－Ｃ

24,600,194

不納欠損

Ｄ

0

21,000

△ 21,000

皆減

0 100.0

100.0

106.3

102.50

0

0

20,327,239

6.1

352,356,486

332,008,247

20,348,239

6.1

対
前
年
度
比

年度

23

22

金
額

率

Ｃ／Ｂ

収入済額

Ｃ

(単位：円、％） 

収入未済額

Ｂ－Ｃ－Ｄ

収入率予算現額

Ｂ

調定額

Ｃ／ＡＡ

331,488,000

323,808,000

7,680,000

2.4

352,356,486

332,029,247

39,918,776

23 331,488,000 306,887,806 0

22 323,808,000 283,889,224 0

対
前
年
度
比

金
額

7,680,000 22,998,582

率 2.4 8.1 0

87.7

0

92.6

△ 15,318,582

執行率

△ 5.5

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

20,868,486

8,200,247

歳入歳出差引

45,468,680

48,119,023

△ 2,650,343

予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

 収入済額３億５，２３６万円の主なものは、財産売払収入２億１，１８０万円、雑入     

５，４７０万円および繰越金４，８１２万円で、前年度に比べ２，０３５万円（６．１％）増加

している。 

 

 支出済額３億６８９万円の主なものは、用品調達費２億３，３４７万円および文書事務管理費

５，４９７万円で、前年度に比べ２，３００万円（８．１％）増加している。 

 

 歳入歳出差引残額は４，５４７万円で、前年度に比べ２６５万円（△５．５％）減少している。 

 

不用額の主なものは、用品調達費１，７２１万円である。 

 



 ③災害救助基金特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

100.0

100.0

100.0

100.0

0

0

0

0

△ 28,977,594

△ 94.5

1,678,710

30,656,304

△ 28,977,594

△ 94.5

対
前
年
度
比

年度

23

22

金
額

率

Ｃ／Ｂ

収入済額

Ｃ

(単位：円、％） 

収入未済額

Ｂ－Ｃ

収入率予算現額

Ｂ

調定額

Ｃ／Ａ

Ａ－Ｂ－Ｃ

696

△ 406

Ａ

1,679,000

30,657,000

△ 28,978,000

△ 94.5

1,678,710

30,656,304

23 1,679,000 1,678,710 0

22 30,657,000 30,656,304 0

対
前
年
度
比

金
額

△ 28,978,000 △ 28,977,594

率 △ 94.5 △ 94.5 0 △ 58.3

100.0

0

100.0290

0

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

△ 290

△ 696

歳入歳出差引

0

0

0

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

 

収入済額１６８万円は、財産運用収入で、前年度に比べ２，８９８万円（△９４．５％）減少 

している。 

 

 支出済額１６８万円は災害救助基金で、前年度に比べ２，８９８万円（△９４．５％）減少し

ている。 

 

 



 ④母子寡婦福祉資金貸付金特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額
歳入歳出差引

3,620,106

14,471,944

△ 10,851,838

△ 75.0

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

1,329,486

△ 1,111,530

△ 47.8 △ 43.4 0 △ 85.3

89.5

0

97.02,290,620

対
前
年
度
比

金
額

△ 70,742,000 △ 57,449,146

率

22 147,928,000 132,344,526 0

23 77,186,000 74,895,380 0

Ａ－Ｂ－Ｃ

15,583,474

△ 13,292,854

Ａ

77,186,000

147,928,000

△ 70,742,000

△ 47.8

162,250,383

225,768,725

予算現額

Ｂ

調定額

Ｃ／Ａ Ｃ／Ｂ

収入済額

Ｃ

(単位：円、％） 

収入未済額

Ｂ－Ｃ

収入率

対
前
年
度
比

年度

23

22

金
額

率

△ 63,518,342

△ 28.1

78,515,486

146,816,470

△ 68,300,984

△ 46.5

83,734,897

78,952,255

4,782,642

6.1

101.7

99.2

48.4

65.0

  

収入済額７，８５２万円の主なものは、貸付金元利収入５，７７５万円、繰越金１，４４７

万円で、前年度に比べ６，８３０万円（△４６．５％）減少している。 

 

 収入未済額８，３７３万円は貸付金元利収入で、前年度に比べ４７８万円（６．１％）     

増加している。 

 

 支出済額７，４９０万円は母子寡婦福祉資金貸付金で、前年度に比べ５，７４５万円（△４３．

４％）減少している。 

 

歳入歳出差引残額は３６２万円で、前年度に比べ１，０８５万円（△７５．０％）減少してい

る。 

 

不用額２２９万円は母子寡婦福祉資金貸付金である。 



⑤中小企業支援資金貸付金特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

71.3

64.1

101.5

100.5

2,006,641,011

1,648,573,172

358,067,839

21.7

2,394,228,084

52.2

4,974,062,682

2,937,902,437

2,036,160,245

69.3

対
前
年
度
比

年度

23

22

金
額

率

Ｃ／Ｂ

収入済額

Ｃ

(単位：円、％） 

収入未済額

Ｂ－Ｃ

収入率予算現額

Ｂ

調定額

Ｃ／Ａ

Ａ－Ｂ－Ｃ

1,275,043,835

△ 237,556,874

Ａ

4,899,159,000

2,924,390,000

1,974,769,000

67.5

6,980,703,693

4,586,475,609

23 4,899,159,000 3,861,672,039 0

22 2,924,390,000 1,649,346,165 0

対
前
年
度
比

金
額

1,974,769,000 2,212,325,874

率 67.5 著増 0 △ 18.6

56.4

0

78.81,037,486,961

△ 13.7

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

74,903,682

13,512,437

歳入歳出差引

1,112,390,643

1,288,556,272

△ 176,165,629

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

 収入済額４９億７，４０６万円の主なものは、貸付金元利収入３６億８，００４万円および繰

越金１２億８，８５６万円で、前年度に比べ２０億３，６１６万円（６９．３％）増加している。 

 

 収入未済額２０億６６４万円は貸付金元利収入で、前年度に比べ３億５，８０７万円（２１．

７％）増加している。 

 

 支出済額３８億６，１６７万円の主なものは、設備共同廃棄資金貸付金２１億１，８３１万円

および高度化資金貸付金１２億１，７５６万円で、前年度に比べ２２億１，２３３万円（著増）

増加している。 

 

歳入歳出差引残額は１１億１，２３９万円で、前年度に比べ１億７，６１７万円（△１３．７％）

減少している。 

 

不用額の主なものは、小規模企業者等設備貸与資金貸付金１０億２，５９５万円である。 



 ⑥就農支援資金貸付金特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額
歳入歳出差引

0

2,174

△ 2,174

皆減

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

0

△ 544,404

△ 90.8 △ 90.8 0 皆減

99.7

0

100.00

対
前
年
度
比

金
額

△ 154,527,000 △ 153,980,422

率

22 170,182,000 169,635,422 0

23 15,655,000 15,655,000 0

Ａ－Ｂ－Ｃ

546,578

△ 546,578

Ａ

15,655,000

170,182,000

△ 154,527,000

△ 90.8

15,655,000

174,067,396

予算現額

Ｂ

調定額

Ｃ／Ａ Ｃ／Ｂ

収入済額

Ｃ

(単位：円、％） 

収入未済額

Ｂ－Ｃ

収入率

対
前
年
度
比

年度

23

22

金
額

率

△ 158,412,396

△ 91.0

15,655,000

169,637,596

△ 153,982,596

△ 90.8

0

4,429,800

△ 4,429,800

皆減

100.0

99.7

100.0

97.5

 収入済額１，５６６万円の主なものは、貸付金元利収入１，０５３万円および県債３３７万円

で、前年度に比べ１億５，３９８万円（△９０．８％）減少している。 

 

 支出済額１，５６６万円は、就農支援資金貸付金で、前年度に比べ１億５，３９８万円（△９

０．８％）減少している。 

 

 

 



 ⑦沿岸漁業改善資金貸付金特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

100.0

100.0

100.0

100.0

0

0

0

0

22,725,743

7.4

329,348,073

306,622,330

22,725,743

7.4

対
前
年
度
比

年度

23

22

金
額

率

Ｃ／Ｂ

収入済額

Ｃ

(単位：円、％） 

収入未済額

Ｂ－Ｃ

収入率予算現額

Ｂ

調定額

Ｃ／Ａ

Ａ－Ｂ－Ｃ

305,484,821

22,024,389

Ａ

329,437,000

306,576,000

22,861,000

7.5

329,348,073

306,622,330

23 329,437,000 1,927,790 0

22 306,576,000 1,091,179 0

対
前
年
度
比

金
額

22,861,000 836,611

率 7.5 76.7 0 7.2

0.4

0

0.6327,509,210

7.2

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

△ 88,927

46,330

歳入歳出差引

327,420,283

305,531,151

21,889,132

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

 

収入済額３億２，９３５万円の主なものは、繰越金３億５５３万円および貸付金元利収入 

２，３４３万円で、前年度に比べ２，２７３万円（７．４％）増加している。 

 

 支出済額１９３万円は沿岸漁業改善資金貸付金で、前年度に比べ８４万円（７６．７％）増加

している。 

 

 歳入歳出差引残額は３億２，７４２万円で、前年度に比べ２，１８９万円（７．２％）増加し

ている。 

 

 不用額３億２，７５１万円は沿岸漁業改善資金貸付金である。 

 

 

 



 ⑧林業改善資金貸付金特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

100.0

100.0

100.0

99.987,165,330

22,207,023

25.5

0

0

0

0

収入率

対
前
年
度
比

年度

23

22

金
額

率

22,207,023

25.5

109,372,353

(単位：円、％） 

予算現額

Ｂ

調定額

Ｃ／Ａ Ｃ／Ｂ

収入済額

Ｃ

収入未済額

Ｂ－Ｃ

Ａ－Ｂ－Ｃ

87,145,272

11,698,381

Ａ

109,339,000

87,247,000

22,092,000

25.3

109,372,353

87,165,330

23 109,339,000 10,495,347 0

22 87,247,000 101,728 0

対
前
年
度
比

金
額

22,092,000 10,393,619

率 25.3 著増 0 13.4

0.1

0

9.698,843,653

13.6

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

33,353

△ 81,670

歳入歳出差引

98,877,006

87,063,602

11,813,404

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

 収入済額１億９３７万円の主なものは、繰越金８，７０６万円および貸付金元利収入     

２，２０９万円で、前年度に比べ２，２２１万円（２５．５％）増加している。 

 

 支出済額１，０５０万円は、林業就業促進資金貸付金で、前年度に比べ１，０３９万円     

（著増）増加している。 

 

 歳入歳出差引残額は９，８８８万円で、前年度に比べ１，１８１万円（１３．６％）増加して

いる。 

 

 不用額９，８８４万円は林業・木材産業改善資金貸付金９，７５７万円および林業就業促進資

金貸付金１２８万円である。 

 



 ⑨県有林事業特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

歳入歳出差引

8,279

7,490,779

△ 7,482,500

△ 99.9

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

△ 942,721

△ 15,405,771

△ 14.2 5.5 皆減 皆増

80.6

△ 22,896,550

99.1951,000

22,896,550

対
前
年
度
比

金
額

△ 16,714,450 5,231,100

率

Ａ－Ｂ－Ｃ

0

951,000

23 101,178,550 100,227,550 0

22 117,893,000 94,996,450

Ａ

予算現額

Ｂ

調定額

Ｃ／Ａ Ｃ／Ｂ

収入済額

Ｃ

(単位：円、％） 

対
前
年
度
比

年度

23

22

101,178,550

117,893,000

収入未済額

Ｂ－Ｃ

収入率

△ 16,714,450

△ 14.2

金
額

率

100,235,829

102,487,229

△ 2,251,400

△ 2.2

100,235,829

102,487,229

△ 2,251,400

△ 2.2

0

0

0

0

99.1

86.9

100.0

100.0

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

  

収入済額１億２４万円の主なものは、一般会計繰入金６，３２８万円および雑入１，２８７ 

万円で、前年度に比べ２２５万円（△２．２％）減少している。 

 

 支出済額１億２３万円は県有林費で、前年度に比べ５２３万円（５．５％）増加している。 

 

 不用額９５万円は、県有林費である。 



 ⑩用地先行取得事業特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

歳入歳出差引

467

0

467

皆増

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

△ 4,147

△ 647

△ 21.0 △ 21.0 0 著増

100.0

0

100.04,614

0

対
前
年
度
比

金
額

△ 412,077,000 △ 412,080,967

率

Ａ－Ｂ－Ｃ

647

3,967

23 1,545,553,000 1,545,548,386 0

22 1,957,630,000 1,957,629,353

Ａ

予算現額

Ｂ

調定額

Ｃ／Ａ Ｃ／Ｂ

収入済額

Ｃ

(単位：円、％） 

対
前
年
度
比

年度

23

22

1,545,553,000

1,957,630,000

収入未済額

Ｂ－Ｃ

収入率

△ 412,077,000

△ 21.0

金
額

率

1,545,548,853

1,957,629,353

△ 412,080,500

△ 21.0

1,545,548,853

1,957,629,353

△ 412,080,500

△ 21.0

0

0

0

0

100.0

100.0

100.0

100.0

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

  

収入済額１５億４，５５５万円は、受託事業収入９億７，１９８万円および一般会計繰入金３億６，

９３１万円で、前年度に比べ４億１，２０８万円（△２１．０％）減少している。 

 

 支出済額１５億４，５５５万円は用地取得事業費で、前年度に比べ４億１，２０８万円（△２１．

０％）減少している。 

 

 



 ⑪駐車場整備事業特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ

293,632

△ 147,318

0

100.0

100.0

99.9

99.8

0

0

0

0

172,079,686

162,473,368

9,606,318

5.9

172,079,686

162,473,368

9,606,318

5.9

9,459,000

5.8

金
額

率

(単位：円、％） 

対
前
年
度
比

年度

23

22

172,226,000

162,767,000

収入未済額

Ｂ－Ｃ

収入率

Ｃ／Ａ Ｃ／Ｂ

収入済額

Ｃ

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ
Ａ

予算現額

Ｂ

調定額

23 172,226,000 172,079,686 0

22 162,767,000 162,473,368 0

金
額

9,459,000 9,606,318

率 5.8 5.9 0 △ 50.2

年度

99.8

0

99.9146,314

対
前
年
度
比

△ 146,314

△ 293,632

歳入歳出差引

0

0

0

 

収入済額１億７，２０８万円は、一般会計繰入金８，８１６万円および使用料８，３９２万円 

で、前年度に比べ９６１万円（５．９％）増加している。 

 

 支出済額１億７，２０８万円は福井駅西口地下駐車場整備費で、前年度に比べ９６１万円（５．

９％）増加している。 

 

 不用額１５万円は、福井駅西口地下駐車場整備費である。 

 

 

 



 ⑫港湾整備事業特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

100.0

100.0

97.6

99.9

178,038

0

178,038

皆増

1,877,574,412

2,394,459,835

△ 516,885,423

△ 21.6

1,877,752,450

2,394,459,835

△ 516,707,385

△ 21.6

△ 473,209,000

△ 19.7

金
額

率

(単位：円、％） 

対
前
年
度
比

年度

23

22

1,923,064,000

2,396,273,000

収入未済額

Ｂ－Ｃ

収入率

Ｃ／Ａ Ｃ／Ｂ

収入済額

ＣＡ

予算現額

Ｂ

調定額

Ａ－Ｂ－Ｃ

1,813,165

△ 1,323,577

23 1,923,064,000 1,877,574,412 45,000,000

22 2,396,273,000 2,394,459,835 0

対
前
年
度
比

金
額

△ 473,209,000 △ 516,885,423

率 △ 19.7 △ 21.6 皆増 △ 73.0

99.9

45,000,000

97.6489,588

0

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

△ 45,489,588

△ 1,813,165

歳入歳出差引

0

0

0

 収入済額１８億７，７５７万円の主なものは、一般会計繰入金１３億２，２５７万円および  

使用料３億７，８９４万円で、前年度に比べ５億１，６８９万円（△２１．６％）減少している。 

 

 支出済額１８億７，７５７万円の主なものは、敦賀港港湾整備費１７億１，８２４万円で、  

前年度に比べ５億１，６８９万円（△２１．６％）減少している。  

 

繰越額４，５００万円は繰越明許費で、福井港港湾整備に伴う工事費等の繰越である。 

 

 不用額の主なものは、敦賀港港湾整備費３８万円である。 

 



 ⑬下水道事業特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

100.0

100.0

98.0

102.2

0

0

0

0

3,059,784,316

3,088,044,326

△ 28,260,010

△ 0.9

3,059,784,316

3,088,044,326

△ 28,260,010

△ 0.9

100,347,000

3.3

金
額

率

(単位：円、％） 

対
前
年
度
比

年度

23

22

3,122,901,000

3,022,554,000

収入未済額

Ｂ－Ｃ

収入率

Ｃ／Ａ Ｃ／Ｂ

収入済額

ＣＡ

予算現額

Ｂ

調定額

Ａ－Ｂ－Ｃ

774,533,005

242,255,153

23 3,122,901,000 2,011,112,842 95,000,000

22 3,022,554,000 2,118,020,995 130,000,000

対
前
年
度
比

金
額

100,347,000 △ 106,908,153

率 3.3 △ 5.0 △ 26.9 31.3

70.1

△ 35,000,000

64.41,016,788,158

8.1

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

△ 63,116,684

65,490,326

歳入歳出差引

1,048,671,474

970,023,331

78,648,143

  

収入済額３０億５，９７８万円の主なものは、負担金１０億９，８５０万円および繰越金   

９億７，００２万円で、前年度に比べ２，８２６万円（△０．９％）減少している。 

 

 支出済額２０億１，１１１万円は、九頭竜川流域下水道事業費２０億１５１万円および五領川

公共下水道事業費９６０万円で、前年度に比べ１億６９１万円（△５．０％）減少している。 

 

 繰越額９，５００万円は繰越明許費で、九頭竜川流域下水道事業に伴う工事費等の繰越である。 

 

 歳入歳出差引残額は１０億４，８６７万円で、前年度に比べ７，８６５万円（８．１％）増加

している。 

 

 不用額１０億１，６７９万円は九頭竜川流域下水道事業費である。 



 ⑭証紙特別会計 

歳入

歳出

Ａ Ｂ  Ｃ Ｂ／Ａ

歳入歳出差引

417,162,448

412,035,318

5,127,130

1.2

年度

予算現額と

収入済額と

の　比　較

Ｃ－Ａ

△ 33,715,132

△ 57,353,962

△ 6.0 △ 6.3 0 △ 3.9

87.5

0

87.2450,877,580

0

対
前
年
度
比

金
額

△ 226,560,000 △ 208,048,300

率

Ａ－Ｂ－Ｃ

469,389,280

△ 18,511,700

23 3,533,174,000 3,082,296,420 0

22 3,759,734,000 3,290,344,720

Ａ

予算現額

Ｂ

調定額

Ｃ／Ａ Ｃ／Ｂ

収入済額

Ｃ

(単位：円、％） 

対
前
年
度
比

年度

23

22

3,533,174,000

3,759,734,000

収入未済額

Ｂ－Ｃ

収入率

△ 226,560,000

△ 6.0

金
額

率

3,499,458,868

3,702,380,038

△ 202,921,170

△ 5.5

3,499,458,868

3,702,380,038

△ 202,921,170

△ 5.5

0

0

0

0

99.0

98.5

100.0

100.0

執行率予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

  

収入済額３４億９，９４６万円は、証紙収入３０億８，７４２万円および繰越金 

４億１，２０４万円で、前年度に比べ２億２９２万円（△５．５％）減少している。 

  

 支出済額３０億８，２３０万円は証紙で、前年度に比べ２億８０５万円（△６．３％）減少し

ている。 

 

 歳入歳出差引残額は４億１，７１６万円で、前年度に比べ５１３万円（１．２％）増加してい

る。 

 

 不用額４億５，０８８万円は証紙である。 

 


